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告
　
示

◯
平
成
十
七
年
度
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
の
実
施
（
一
・
生
活
衛
生
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
都
市
計
画
の
変
更
に
よ
る
送
付
図
書
の
縦
覧
（
二
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
三
〜
七
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
（
八
・
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
５

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
九
・
雄
勝
地
域
振
興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
５

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

秋
田
県
告
示
第
一
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
平
成
十
七
年
度
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
を
実
施
す
る
の
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細

則
（
昭
和
三
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
六
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
試
験
の
日
時
及
び
場
所

（一）

日
時

平
成
十
八
年
三
月
二
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

（二）

場
所

秋
田
市
千
秋
矢
留
町
一
番
十
九
号
　
秋
田
県
環
衛
会
館

二
　
試
験
科
目

（一）

衛
生
法
規
に
関
す
る
知
識

（二）

公
衆
衛
生
に
関
す
る
知
識

（三）

洗
濯
物
の
処
理
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能

三
　
受
験
資
格

（一）

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
者

（二）

旧
国
民
学
校
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
百
四
十
八
号
）
に
よ
る
国
民
学
校
の
高
等
科
を
修
了

し
た
者
、
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校
の
二
年
の
課

程
を
終
わ
っ
た
者
又
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

四
　
受
験
申
込
み
に
必
要
な
書
類

（一）

受
験
願
書
　
一
通

（二）

添
付
書
類

（１）

受
験
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
又
は
受

験
資
格
を
証
す
る
書
類
）

一
通

（２）

写
真
（
手
札
形
と
し
、
出
願
前
六
月
以
内
に
正
面
で
撮
影
し
た
も
の
）

一
枚

（３）

履
歴
書
　
一
通

五
　
受
験
願
書
用
紙
の
交
付

（一）

期
間
及
び
時
間

秋
田
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
九
条
）
第
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
県
の
休
日
（
以
下
「
県
の
休
日
」
と
い
う
。
）
を
除
き
、
平
成
十
八
年
一
月
十
三
日

（
金
）
か
ら
一
月
二
十
七
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
者
は
、
住
所
、
氏
名
及
び
郵
便
番
号
を
記
載
し
た
返
信
用
封

筒
（
洋
四
型
）
に
八
十
円
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
を
同
封
し
、
生
活
環
境
文
化
部
生
活
衛
生
課

へ
申
し
込
む
こ
と
。

（二）

交
付
場
所

生
活
環
境
文
化
部
生
活
衛
生
課
又
は
各
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

六
　
受
験
願
書
の
受
付

（一）

期
間
及
び
時
間

県
の
休
日
を
除
き
、
平
成
十
八
年
一
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
二
月
三
日
（
金
）
ま
で
の
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

（二）

受
付
場
所

居
住
地
を
管
轄
す
る
県
の
各
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
（
秋
田
市
に
居
住
す
る
者
に
つ
い
て

は
秋
田
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
、
県
外
に
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
内
の
最
寄
り

の
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
）
で
受
け
付
け
る
。

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
受
験
願
書
在
中
」
と
朱
書
す
る
こ

１

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ
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と
。

七
　
受
験
手
数
料

（一）

額一
万
円

（二）

納
付
方
法

受
験
願
書
の
提
出
の
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

八
　
合
格
者
の
発
表

平
成
十
八
年
三
月
十
日
（
金
）
午
前
九
時
に
秋
田
県
庁
正
面
公
告
板
、
各
地
域
振
興
局
福
祉
環

境
部
掲
示
板
及
び
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
」
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格

者
に
は
書
面
で
通
知
す
る
。

九
　
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
告
示
第
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
八
郎
潟
町
長
か
ら
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の

で
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
図
書

八
郎
潟
都
市
計
画
下
水
道
（
八
郎
潟
町
公
共
下
水
道
）
の
変
更
の
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画

書
二
　
縦
覧
場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

秋
田
県
告
示
第
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

２

生
活
環
境
文
化
部
生
活
衛
生
課

北
秋
田
地
域
振
興
局
大
館
福
祉
環
境
部

北
秋
田
地
域
振
興
局
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部

山
本
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

秋
田
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

〒
〇
一
〇
―
〇
九
五
一

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
二
号

電
話
番
号
〇
一
八
―
八
六
〇
―
一
五
九
二

〒
〇
一
八
―
五
六
〇
一

大
館
市
十
二
所
字
平
内
新
田
二
三
七
―
一

電
話
番
号
〇
一
八
六
―
五
二
―
三
九
五
三

〒
〇
一
八
―
三
三
九
三

北
秋
田
市
鷹
巣
字
東
中
岱
七
十
六
番
地
の
一

電
話
番
号
〇
一
八
六
―
六
二
―
一
一
六
五

〒
〇
一
六
―
〇
八
一
五

能
代
市
御
指
南
町
一
番
十
号

電
話
番
号
〇
一
八
五
―
五
二
―
四
三
三
一

〒
〇
一
八
―
一
四
〇
二

潟
上
市
昭
和
乱
橋
字
古
開
百
七
十
二
番
一

電
話
番
号
〇
一
八
―
八
五
五
―
五
一
七
三

〒
〇
一
五
―
〇
八
八
五

由
利
本
荘
市
水
林
四
百
八
番
地

仙
北
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

平
鹿
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

雄
勝
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

電
話
番
号
〇
一
八
四
―
二
二
―
四
一
二
一

〒
〇
一
四
―
〇
〇
六
二

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
十
三
番
六
十
二
号

電
話
番
号
〇
一
八
七
―
六
三
―
三
六
八
三

〒
〇
一
三
―
八
五
〇
三

横
手
市
旭
川
一
丁
目
三
番
四
十
六
号

電
話
番
号
〇
一
八
二
―
三
二
―
四
〇
〇
五

〒
〇
一
二
―
〇
八
五
七

湯
沢
市
千
石
町
二
丁
目
一
番
十
号

電
話
番
号
〇
一
八
三
―
七
三
―
六
一
五
七
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
一
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
五
号

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
一
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

３

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
五
号

百
五
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
五
・
五
〇
〜
一
二
〇
・
五
〇

一
五
・
五
〇
〜
　
六
三
・
〇
〇

二
四
・
〇
〇
〜
一
一
六
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
四
五
八

〇
・
四
五
八

一
・
二
九
四

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
本
荘
市
大
谷
字
鍋
倉
二
九
番
二
地
先
か
ら
字
大
谷
四
七
番
地
先
ま
で

由
利
本
荘
市
大
谷
字
鍋
倉
二
九
番
二
地
先
か
ら
字
大
谷
四
七
番
地
先
ま
で

由
利
本
荘
市
大
谷
字
鍋
倉
二
六
番
一
地
先
か
ら
米
坂
字
大
平
沢
一
五
四
番

五
地
先
ま
で

ＡＢ

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
八
号

百
八
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
・
四
〇
〜
　
六
二
・
〇
〇

一
一
・
四
〇
〜
　
五
七
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
五
五
五

〇
・
五
五
五

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
本
荘
市
鳥
海
町
上
川
内
字
二
ツ
森
二
五
番
七
地
先
か
ら
字
田
代
二
五
番
二

地
先
ま
で

〃

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

路
　
　
線
　
　
名

旧
新
別

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
　
一
七
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
二
六
五

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
一
番
二
か
ら
森
子
字
明
法
下
九
六
番
一
地

先
ま
で

Ａ



平成18年 1月 6日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1740号

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
一
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

４

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
、
「
Ｂ
」
及
び
「
Ｃ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

前
郷
停
車
場
線

前
郷
停
車
場
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
　
一
七
・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜
　
一
六
・
〇
〇

一
七
・
〇
〇
〜
　
三
五
・
〇
〇

六
・
五
〇
〜
　
二
二
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜
　
六
九
・
〇
〇

一
七
・
〇
〇
〜
　
三
八
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
二
六
五

〇
・
二
五
〇

〇
・
二
五
五

〇
・
一
八
二

〇
・
二
七
〇

〇
・
二
三
二

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
一
番
二
か
ら
森
子
字
明
法
下
九
六
番
一
地

先
ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
一
番
二
か
ら
森
子
字
明
法
下
八
四
番
地
先

ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
一
番
二
か
ら
一
四
四
番
二
ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
西
川
町
一
四
番
四
地
先
か
ら
森
子
字
明
法
下
九
六
番

一
地
先
ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
一
番
地
先
か
ら
森
子
字
明
法
下
八
四
番
地

先
ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
五
四
番
地
先
か
ら
一
四
四
番
二
地
先
ま
で

ＡＢＣＡＢＣ

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
、
「
Ｂ
」
及
び
「
Ｃ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

前
郷
停
車
場
線

前
郷
停
車
場
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

六
・
五
〇
〜
　
二
二
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜
　
六
九
・
〇
〇

一
七
・
〇
〇
〜
　
三
八
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜
　
六
九
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
一
八
二

〇
・
二
七
〇

〇
・
二
三
二

〇
・
二
七
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
本
荘
市
前
郷
字
西
川
町
一
四
番
四
地
先
か
ら
森
子
字
明
法
下
九
六
番

一
地
先
ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
一
番
地
先
か
ら
森
子
字
明
法
下
八
四
番
地

先
ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
五
四
番
地
先
か
ら
一
四
四
番
二
地
先
ま
で

由
利
本
荘
市
前
郷
字
上
川
原
一
一
番
地
先
か
ら
森
子
字
明
法
下
八
四
番
地
先
ま

で ＡＢＣ
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
一
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
施
行
者
の
名
称
　
八
郎
潟
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

八
郎
潟
都
市
計
画
下
水
道
事
業
　
八
郎
潟
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
一
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
号

一
　
収
用
の
部
分

昭
和
六
十
一
年
秋
田
県
告
示
第
七
百
号
、
平
成
五
年
秋
田
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号
、
平
成

六
年
秋
田
県
告
示
第
七
号
、
平
成
八
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号
、
平
成
十
年
秋
田
県
告

示
第
二
百
二
十
一
号
及
び
平
成
十
四
年
秋
田
県
告
示
第
三
百
二
十
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
南
秋

田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
、
字
中
久
保
並
び
に
夜
叉
袋
字
一
本
木
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更

す
る
。

二
　
使
用
の
部
分

変
更
な
し

秋
田
県
告
示
第
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、

道
路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令

第
四
十
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

５

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

羽
後
本
荘
停
車
場
線

羽
後
本
荘
停
車
場
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
二
〇
〜
　
一
五
・
八
〇

一
七
・
〇
〇
〜
　
四
二
・
八
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
三
二
五

〇
・
三
二
五

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
本
荘
市
裏
尾
崎
町
一
二
番
地
先
か
ら
給
人
町
一
七
番
地
先
ま
で

〃

指

定

年

月

日

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
一

日

道

路

の

幅

員

六
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

八
十
・
〇
八
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
県
雄
勝
郡
羽
後
町
柏
原
八
番
地
の
九

株
式
会
社
　
小
坂
ハ
ウ
ス
工
業

代
表
取
締
役
　
小
　
坂
　
修
　
三

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

湯
沢
市
字
両
神
八
十
三
番
地
二
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土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋

田
市
上
新
城
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
市
上
新
城
五
十
丁
字
大
木
前
三
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
邉
　
正
　
雄

６

指

定

年

月

日

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
一

日

道

路

の

幅

員

六
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

八
十
・
〇
八
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
県
雄
勝
郡
羽
後
町
柏
原
八
番
地
の
九

株
式
会
社
　
小
坂
ハ
ウ
ス
工
業

代
表
取
締
役
　
小
　
坂
　
修
　
三

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

湯
沢
市
字
両
神
八
十
三
番
地
二

公
　
　
　
　
　
　
告

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


